



- 6年 ｢貿料の調べ方Jの指導を通して 一
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2組 1吋
どの子も図が完成したところで.｢どんな
ことが分かったかな｣と尋ねると,次のよう
に答えた｡
C l組は,30m台の人がたくさんいてか
たまっていたけど.2組ははらはらでした｡
(全艮搾践)
C ぼくもそう思いました｡1組は真ん中あ
たりにかたまっていて同じぐらいの力の人
が多いけれど,2組はすごく投げる人から
あまり投げない人までいろいろいます｡
C つけたしで,1組の人は平均のあたりで
かたまっているのだと思います｡
(賛成多数)
このように,子どもは,2つの組の記録の
散らばりの様子が追うことをとらえただけで
なく,平均値のあたりに集まっているという
特徴も見つけてきた｡今まで ｢散らばり｣と
いう観点で賃料をみたことがなかった子ども
は,｢自分遠の組はどうなっているのかな｣
｢もっと簡単に散らばりを表す方法はないの
かな｣と考え,単元の課題を次のように決め
た｡
いろいろな賢料の散らばりを表し方を
(5)その後の展開
もっと簡単に散らばりを兼そうと考えた子
どもは,ソフトボール投げの図から10mごと
の区間の人数を調べればよいことに気づいた
が,ちょうど40mの場合がでてきたので.
｢以上｣｢未満｣を使って表すことを話し合
い,表にまとめていった｡
ここで.1組と同じような散らばりの様子
だが平均値が約36mになる3組の記録を提示
した｡同じように10mごとの区間の表で表そ
うとした子どもは,平均値が3m違うのに同
じ表になるので10mごとの区間では不十分な
ことに気づいて,5mごとの区間の表にまと
めたo
このようにして.散らばりの様子を未にま
とめた子どもは,柱状グラフを知り.馴 Rグ
ラフに表すことを通してそれぞれの組の散ら
ばりの特赦を調べたり,自分遠の記録を調べ
て自分連の組の特徴を調べたりしていった｡
5 まとめ
自ら学ぶ意欲は,子どもが単元の課題をつ
かむことによって育てることができると考え
て実践してきた｡
その結果.単元の課題は,決して赦R1iが与
えるものではなく,子どもが活S)するrlで末
習の散見や図JfZの一端や概略をとらえること
によって初めて自分自身の課題としてつかむ
ことができ,そのような単元の課題を子ども
自らつかむことによって.子どもの学習意欲
が喚起され.意欲的な学習が展開できること
がは業実技を通して分かってきたO
そして.子どもが末習の散見や図JfZに一端
や概略をとらえるには.それぞれの単元に合
わせて,既習事項を活用する.操作する,班
察するといった活動を工夫することが必要で
ある｡これまで,パピルス罰1号から,3つ
の単元で代表的な活動を発表してきたが,ど
の活動も単元の課題を子ども自らつかむ上で
有効であったと考えている｡
今後も,今までの実践を生かして単元の課
額を子とも自らつかむことのできる授業につ
いて探っていこうと考えているo
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